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30周年を迎えて
「これまでも　これからも共に・・・」

 さくら千手園・山桜
管理者　　山本　和彦

沢山の方々に支えられ、法人設立30周年を迎えることができました。長年にわたり温
かくご支援いただきました多くの皆様に心より感謝を申し上げます。
「さくら千手園」は昭和62年6月に開設し、私自身も縁あって職員としてお世話になり、
社会人としての一歩を踏み出しました。社会人といってもまだまだ未熟でわからないこと
だらけでしたので、とにかく毎日が必死でした。その私に今日があるのは、利用者の方々
とその家族の方々、そして職場の仲間がいたからだと思います。
気遣って声を掛けてくれる利用者の方々に励まされ、ご家族の方々には、叱咤激励を受

けながらも、成長を温かく見守っていただきました。そして同じ思いを持つ仲間がそばに
いたこともとても大きな力となりました。一人では無理でも支えてくれる人たちがいるか
ら頑張れる。だからこそ、ここで暮らす方々の心に寄り添い、共感する気持ちを大切にし
てきました。
皆さんと過ごした日々を振り返ると、開設当時、周りは山ばかり、活動に使用するグラ

ンドや野菜をつくる畑も、皆で木の根とりを行い、整地することから始めました。ブラン
コや滑り台が置かれたミニ公園もすべて手作りでした。行事では、全員ハッピ姿で踊りを
楽しんだ夏祭り、仮装や創作ダンス、そしてかけっこや綱引きで競い合った運動会、全員
で出かける親子一泊旅行では、利用者や家族の方々、職員も芸達者が多く、夜の宴会でフ
ラダンスや日本舞踊、演劇などを披露するとホテルの仲居さんも足を止め、見学するほど
でした。クリスマス会の時には、全員がパジャマ姿で参加したことや、職員バンドも結成
されるなど、本当に楽しかった思い出ばかりです。そして今、グランドや畑があった場所
には木の宮学園とさくら福寿苑が建てられ、公園だった場所には、平成19年６月にグルー
プホーム「山桜」が建ち、居住の場の選択肢となりました。
この間、制度は措置から支援費、そして障害者総合支援法の施行と目まぐるしく変化し

てきましたが、どれだけ制度が変わろうとも、変わらぬものは思いです。これまでの30
年を糧に一歩一歩、確実に前に進みながら、これからも共に成長し続け、皆さんが自分ら
しく、安心した生活が送れるように寄り添っていきたいと思います。そして何よりもこれ
から先の人たちに、この思いを受け継いでいきたいと思います。
最後に当施設の発展にご協力頂きました皆様方に深く感謝いたしますと共に、今後とも

ご指導を賜りますようお願い申し上げます。
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30周年を迎えて「今想うこと」

管理課課長　　酒井　八枝子

何もわからず大きな不安を抱いて福祉の世界に入ってから、利用者の皆様・保護者の皆
様と共に過ごし30年もの時が流れました。右も左もわからない自分に沢山の事を教えて
頂いた方々に感謝でいっぱいです。初めてのテーブルマナー？利用者様とのカウンター越
しの楽しい会話。運動会での仮装大会やフォークダンスジェンカや、親子宿泊旅行でのお
母様によるフラダンス・踊り・カラオケ。とっても素敵でした。北は北海道から南は九州・
グアムや韓国などへの海外旅行。飛行機内でのちょっとしたハプニングもありましたね。
お庭で日向ぼっこをしながらの爪切りなどもしましたね。どれをとっても楽しい沢山の思
い出です。
小さかった桜の木、栗の木・柿の木も今では大きく成長し、園舎の回りも大きく様変わ
りし、現在では福祉の街として動いています。
いつまでも変わりのないのは、利用者の皆様の心が真直ぐで、心が澄んで美しいところ
です。私たちも学ばなければなりません。利用者様には「さくら千手園」がゆったりと寛
げる生活空間となるように、そして何よりも日々楽しく健康に留意し過ごして頂きたいと
思います。
これから10年・ 20年・ 50年・・・と千手会の発展、地域の皆様のお役に立てる、愛
される法人でありますように。　　

「未来に語り伝えたいこと」

看護師　　小野田　節子

あれは高校時代の記憶だ。ある重症心身障害児施設に友人と宿泊ボランティアに参加し
た。中に入ると沢山の子供たちがプレールームで横たわっていた。私はその光景に茫然と
佇んだことを鮮明に覚えている。ところが日々寝食を共にすることで、その子なりの遊び
方、喧嘩をし合う逞しさ、無鉄砲さ、素敵な笑顔を発見し、自然に溶け込むことができた。
あれから40年経つが、今もあの想いは色あせることなく「さくら千手園」の利用者さん
との関わりに活かされている。それはまさに切磋琢磨しながら共に一歩一歩進む道である。
物凄く大変な道であると同時に面白さに溢れる道でもある。昨今、福祉を志す若者が減少
している。だからこそ「さくら千手園」から、この利用者さんとの深い関わりのできる「支
援」の面白さをもっと未来を担う若者に語り伝えようではないか。
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創立30周年に寄せて

総合防火安全管理者　　沼倉　久

月日の早さに只驚き、昭和62年6月に精神薄弱者更生施設「さくら千手園」が佐倉市に
初めて開所して早30年、18歳で入所した利用者さんも48歳前後に達し充実した生活を送っ
てきたが、この間病気等で10数名の方がお亡くなりになり悲しい出来事が、今は只ご冥
福を祈るのみで、今後は残された利用者さんの健康を最優先に見守って行きたい。お蔭で
地域の皆様にご理解を頂き施設との交流も多く大変良い環境にあります。特に施設の防火・
安全管理では佐倉市・八街市・酒々井町消防組合の「志津消防署」と日頃から深い交流が
あり、暖かいご指導と懇切丁寧な指導により、施設職員の防火安全に関する意識が極めて
高く施設開所以来、防火関係の事故等は皆無であり、昼夜を問わず見回り点検に従事した
夜勤者等の労に感謝します。特に列挙して紹介するのは施設開所時から夜間の総合防災訓
練は地元消防署・消防団・防火安全協会・隊友会・警察・保護者会・近隣施設職員・地域
住民等が訓練に参加し、深夜まで熱心に共同訓練を実施した。その訓練内容は新聞・テレ
ビでも放映され広く市民に紹介された。この間消防組合から施設の防火管理は優良事業所
として表彰を受け、また個人的に防火管理者も防火安全協会から先般表彰を受ける等、日
頃より防火365日を念頭に利用者さんの安全で安心な生活が送れるよう支援してきた。特
に職員に対する機会教育は、日頃より「防災の知識があるか無いか」で、尊い人命を救う
ことを強調して機会を捉えて教育を重ねてきた。今後は利用者さんも高齢に伴い今まで以
上に、目配り・気配りし迅速に対応していきたいので法人全職員のご協力をお願いし、30
周年誌に寄せてと致します。
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さくら千手園立上げより30年

調理主任　　菅谷　光子

開園時よりさくら千手園の厨房職員としてお世話になり、30年という節目を迎えられ
たことを感慨深く思うと共に職場の全ての方々に感謝いたします。
開園当時50名の利用者さんとのスタートで現在56名となりました。昔も今も食事を楽
しんでくれている姿と笑顔が見たくて、食事作りに励んでおります。
これからも現場職員と協力しながら、利用者さんにとって大切な食事を美味しく喜んで
食して頂ける様に努力し日々を重ねて行こうとの思いです。
今後も日々の生活の中で利用者さんとの関わりを楽しみながら、今あるご縁を大切に心
がけながら再スタートを切りたいと思う自分が今います。
最後に、私が事あるごとに心に止めている大好きな詩を書かせて戴きペンを置きます。
「おてんとうさまのひかりをいっぱい吸った、あったかい座ぶとんのような人」（相田み
つを）こういう人になれたらいいなと思っています。
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玄　関

ポプリの部屋

玄関ホール

２階活動室
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多目的室
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指定生活介護事業所

木の宮学園



木の宮学園

- 49 -

「30周年の今、想うこと…」

 木の宮学園
地域生活支援センターレインボー

管理者　稲阪　稔

法人設立30周年を迎えるにあたり、当法人の各種サービス等の利用者様、そしてご家
族の皆様・地域の皆様・関係機関の皆様、ご支援をいただいた全ての皆様に深く感謝申し
上げます。
私事ではありますが、当法人と出会い、30年が過ぎ、そして管理者として25年目を迎
えています。この間の障害保健福祉施策の変革は言葉に表すことがとても難しいほどの激
動でありました。措置制度から支援費制度へ移行し、利用契約によるサービス提供となり
ました。また、施設・事業所の種別変更や障害種別を超えた事業体系への移行等、事業所
として関係法令等への対応に迫られることが多かったと感じています。
振り返れば、昭和62年6月にさくら千手園に入職し、平成5年4月から木の宮学園の管
理者となりました。まだ20代の若輩者に本当に管理者が務まるのか。当時の利用者やご
家族は大きな不安があったと思います。まだ開設2年目で歩み始めたばかりの事業所を地
域での暮らしを支える拠点とするには、何が求められ、何ができるのか、試行錯誤の連続
でした。
平成8年から利用時間の延長サービス（現在のタイムケアやナイトケア）を実施し、平
成9年からは利用定員を40名から50名に変更することで地域での暮らしを支える基盤を
つくると同時に将来的には相談機能の充実が不可欠と考え、平成13年には国の事業であっ
た障害児者地域療育等支援事業の内示を受け、本格的に相談支援事業を開始しました。現
在は基幹相談支援センターとしての機能を担っていますが、制度改革が進展する過程にお
いてはなかなか事業継続が厳しい場面もあり、時には辛く、苦しい判断をしなくてはなら
ないこともありました。しかし、多くの利用者の笑顔や笑い声に救われ、ご家族や関係者
の励ましや職員一人ひとりの頑張りが大きな支えとなり、窮地を乗り越えることができま
した。
また、平成19年には佐倉市では初めて、障害福祉サービス事業での指定管理者制度が
導入され、南部よもぎの園を受託し運営を開始し、その翌年には佐倉市さくらんぼ園も受
託することになりました。財政面での収支分析を行い、地域の利用者ニーズを把握し、よ
り良いサービスを提供するため、必至になって申請するプレゼン資料を作成した記憶が鮮
明に残っています。現在でも指定管理者として継続できているのも、受託当時の利用者や
ご家族、そして職員が懸命に努力された結果と思います。
管理者として、このような時代の流れの中でも、決して変わらないことは「常に利用者
一人ひとりを中心にした支援」だと考えています。当たり前と言われるかもしれませんが、
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なかなかこの信念を貫くことは難しいなと感じることがありました。ともすれば、事業所
や支援者の都合が優先されてしまったり、財政的なことを考えすぎると諦めてしまったり、
これは無理だなと決めつけてしまったり……。わかってはいるのですが、正直なところ、
偏りが出てきてしまう場面もありました。その度に原点に立ち返り、現状を振り返る時間
を大切にしようと心がけ、バランスを保つ努力をしてきたのです。さらに「ピンチの後は、
チャンスあり」「ネガティブになりそうな時ほど、ポジティブに」と考えることで私自身
が前向きな姿勢を忘れないように意識してきました。
さて、最近になりよく考えることがあります。“なぜこの仕事を今でも続けさせてもら
えているのか？”…。確かに長く続けることだけが良いとは思いませんが、これからの時
代を支える人材確保・育成・定着には相当の困難が待ち構えていると感じています。若い
世代の方々をはじめ、多くの方々にこの仕事の魅力がきちんと配信されているのか。表面
的な事柄に目が向けられ、マイナスのイメージが強調されすぎてはいないか。これは、私
たちの責任でもあるのではと思います。正直、何ができるかは具体的に難しいですが、こ
の仕事の素晴らしさを地道に伝えていくことが最も大切なのではと思います。
毎年、新任職員を迎える際に研修の場で必ず伝えていることがあります。確かに知識を
身につけることは必要ですが、まずは人として「感性・想像力・感謝」を大切しながら物
事を考えて下さい…と。これは、利用者の方々への支援においても、ご家族の皆様との信
頼関係を築く際にも、職員のチームワークを構築する上にも私が大切にしている言葉です。
30年の歴史に対する敬意と…、今の一歩一歩の積み重ねと…、これからの将来に向け
ての希望と…。決して、平坦な道とは限りませんが、確実に前進できるように職員一同、
前を向いていければと思います。
最後に、支えて頂いた地域の皆様、関係機関の皆様、本当にありがとうございました。
そして、これからも末永くご支援の程を重ねてお願い申し上げます。

平成22年12月
天皇陛下より
　優良民間社会福祉事業施設として
� 御下賜金を賜りました
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木の宮学園地域生活支援センター

レインボー
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全　景

作業室

玄関ホール

作業室

食堂

トイレ

Nanbuyomoginosono

就労継続支援Ｂ型事業所
日中一時支援事業所
パーソナルサポート事業所

指定就労継続支援Ｂ型事業所
指定管理者社会福祉法人千手会

南部よもぎの園
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「法人30周年～指定管理10年目を迎えて」

 南部よもぎの園
管理者　　須藤　真由美

私は30年前、さくら千手園が開所した時から千手会のお世話になっております。大学
を卒業したばかりで右も左も解らないまま、初めて入所施設を利用する皆さんと一緒に
日々奮闘していたことを思い出します。支援員としては本当に未熟で、沢山の事を利用者
の皆様から教えていただきました。子育てを理由に一度退職した後、南部よもぎの園・佐
倉市さくらんぼ園の指定管理者を受託したことを機に、また千手会にお世話になることと
なりました。現在2事業所の管理者という立場で働かせていただいておりますが、さくら
千手園での経験が私の原点にあります。
南部よもぎの園は佐倉市直営の福祉作業所として長年活動されてきました。平成19年
より指定管理者制度導入により、千手会が受託し運営を開始しました。定員20名の就労
支援継続Ｂ型事業所として今年で10年が経過します。近隣の企業から外注作業を頂き、
毎日、仲間たちとコツコツ作業を行っております。利用者それぞれが自分の得意な作業を
担当し、お互いに協力しながら行っています。作業収入は年々増加し、工賃は全国平均額
を大幅に上回る事が出来ました。今後もより工賃額をアップできるように努力いたします。
外注作業以外に洗車業務や老人施設の清掃業務の委託を受け、少しずつ成果を上げており
ます。施設外の仕事への足掛かりとして今後も進めていきたいと思います。
音楽やスポーツ・アート作品制作など趣味の時間も大切にしています。音楽はスマイル
コンサート等に出演する為、音楽療法士の指導の基、1年をかけて練習しています。アー
トはボランティアのご協力を得て、折り紙で作品を作り、佐倉市障害者作品展に出品して
います。スポーツはマラソン・フライングディスク等の大会に出場しています。皆さんそ
れぞれ得意な活動に積極的に参加し楽しんでいます。趣味の活動を充実させることで、日々
の生活に張り合いが出ます。仕事への意欲にも繋がっていきますので、今後も積極的に活
動していきたいと思います。
「よもぎ」の仲間は長く在籍されている方が多くいらっしゃいます。皆さんとても仲良
しです。皆さんのひたむきに明るく頑張っている姿に、スタッフはとても元気を頂いてお
ります。段々利用者さんの年齢が上がってきましたが、いつまでも元気に楽しく生活でき
るように、これからもお手伝いしたいと思っております。仕事をするということはただ収
入を得るということだけではなく、生きる張り合いになるんだということを学ばせていた
だきました。仕事を通して社会の一員として認められることで、人として生き生きと生活
できるんだということを確信しております。仕事を頂いている企業様、地域のボランティ
アの皆様、日頃のご支援、本当に感謝いたします。そして今後ともご支援いただきますよ
うに、どうぞ宜しくお願いいたします。
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玄　関

保育室

玄関ホール

水中療育室

医務室

園　庭

療育室

個別指導室

Sakurashisakuranboen

福祉型児童発達支援センター
放課後等デイサービス事業所
保育所等訪問支援事業所
特定・障害児相談支援事業

指定障害児通所支援事業所
指定管理者社会福祉法人千手会

佐倉市さくらんぼ園
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「法人30周年～指定管理9年目を迎えて」

 佐倉市さくらんぼ園
管理者　　須藤　真由美

さくらんぼ園は昭和46年に佐倉市直営の「マザーズホーム」として開園し、地域の支
援の必要な子どもの為に、長年にわたり活動されてきました。平成20年４月、指定管理
者制度導入により千手会が受託し、「児童デイサービス事業所」として運営を開始しました。
その後法改正に伴い、平成24年７月より「福祉型児童発達支援センター」に移行し、「児
童発達支援」「放課後等デイサービス」「保育所等訪問支援」「障害児・特定相談」の多機
能事業所として活動させていただいております。定員を20名から30名に増員し、現在の
契約者数は当初の2倍強まで増え、年間の延べ利用者数も増加しています。様々な事業を
展開する事で、子どもに関わる全ての事に対して支援できるように努力してまいりました。
子どもの成長を保護者と共に見守りながら、今何が必要なのかを考え、そして一緒に悩
み、療育を行ってまいりました。子ども達の成長を間近に見ることができ、保護者の皆様
と一緒に感動を味わせていただいております。それがスタッフにとって何よりの喜びであ
り、やりがいに繋がっています。
当園を利用されている3歳以上のお子様の9割以上は、幼稚園・保育園を併用しています。
これ程、地域の幼稚園・保育園が受け入れてくださる地域は全国的にもとても珍しいです。
多数の園と連携を取らせていただいているおかげで、子ども達は地域の中でのびのびと生
活する事ができています。子どもが成長するうえで地域のサポートは不可欠ですし、同年
齢の子どもと一緒に生活する事で、多くの事を学び成長していきます。これも地域の皆様
のご理解があってこそ実現できているのだと思います。
私たちは子育てに苦戦している保護者の皆様に少しでも子育ての楽しさを実感していた
だきたいと思っています。誰にでも愛される子どもに育ち、自分らしく生活できるように
なって欲しいと願っております。これからも皆様と一緒に悩み考えながら、少しでもお役
にたてるように頑張ります。就園・就学に向けて、また社会に旅立つ日に向けて、お手伝
いしたいと思っております。これまでご支援いただきましたボランティアや地域の皆様、
本当に感謝いたします。そして今後ともどうぞご協力の程、よろしくお願いいたします。
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ユニット

個　浴

医務室

特　浴

玄　関

事務室

利用者部屋

厨　房

Sakurafukujuen

地域密着型小規模特別養護老人ホーム
短期入所事業所（空床型）

地域密着型小規模特別養護老人ホーム

さくら福寿苑
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さくら福寿苑

　「30年の重みとこれから」

 さくら福寿苑
施設長　　石川　志津子

昭和62年にさくら千手園が開設して以来、障害福祉事業とともに千手会は、過ごして
まいりました。当時、佐倉市内の障害者入所施設は、初めての設立であり開設にあたって
は多くの苦難があったと伺っております。
昭和62年１月、開園準備時のインタビューとして、千葉日報に現理事長のこんな記事
が載っています。「更生施設だけでは片手落ち。理想としては授産施設や通所、高齢になっ
た時の老人施設も必要となる」
あれから四半世紀、当初の想いはひとつひとつ確実に形となっていきました。
平成26年、地域の為又障害のある方が高齢になっても、生活環境を変えることなく、
慣れ親しんだ敷地内で暮らせるようにと、法人初の高齢者福祉施設が計画されました。山
林だったこの土地に、施設を建設するにあたり、近隣の皆様のご理解ご協力を賜り、地域
密着型の小規模特別養護老人ホームさくら福寿苑を開設いたしました。2年後の平成28年
10月、縁あって私が施設長としてこちらの施設に就任する事となりました。当時も現在も、
地域密着型小規模特別養護老人ホームは、佐倉市でも数少ない施設です。20名という小
さな入所施設では、経営的に厳しいこともございますが、慣れ親しんだ地域で、最期の時
までゆったりと生活していただく事の大切さを一番にとの思いから、日々励んでおります。
そしてこの先、障害の有る無しに係らず、地域の一員としてともに助け合い、共生できる
社会を築いていけたらと思います。
法人30周年を思う時、さくら福寿苑はようやく３年が経過し、まだ10分の1の歩みです。
一つ一つ積み重ねてきた30年の歴史と法人理念の重さを大切にしつつ、高齢者福祉を担
う者として、真摯に歩んでいきたいと思います。
末筆ながら、改めてお世話になりました方々に深謝するとともに、これからのさくら福
寿苑の歩みにも、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い致します。
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